
昨シーズン（令和５年秋～令和６年春）は高病原性鳥イン
フルエンザの発生により、１０県の13農場で約85.6万羽が
殺処分される事態となりました。
死亡野鳥等についても28都道府県の156例で高病原性鳥

インフルエンザウイルスが検出されました。
これから渡り鳥の飛来するシーズンを迎えますので、飼養

されている家きんへの感染予防対策をお願いいたします。



（農林水産省HPより）

多数の鶏が急死

消石灰を使った踏み込み消毒槽


